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・Decay of Charged Higgs boson in TeV scale supersymmetric seesaw model.
Gi-Chol Cho, Satoru Kaneko, Aya Omote. Published in Phys.Lett.B652:325-330,2007.

　ニュートリノ質量の生成機構を超対称性の破れの
メカニズムに関連付け、ニュートリノ振動実験から
示唆される微小なニュートリノ質量を説明し、同時
に TeV スケールにゲージシングレットのニュートリ
ノ（およびその超対称パートナー）が現れる模型に
ついて、現象論的な研究を行った。このような模型
では、荷電ヒッグスが荷電レプトン対に壊れる崩壊
率が標準模型の予言とは大きく異なり、線形電子陽
電子コライダー等、将来実験において検証可能であ
る、ということを指摘した。

　We have studied a model of neutrino mass 
generation which is inspired by a supersymmetry 
break ing  scenar io .  We po inted  out  that  a 
phenoemenological consequence of this class of 
models can be found in decay of charged Higgs 
boson. The leptonic decay mode of charged Higgs 
boson is significantly enhanced in this model as 
compared to the other models. Testability of this 
model at future collider experiments such as LHC or 
ILC is discussed.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　H19年度は大学院博士後期課程1名、前期課程3名を研究指導。大学院修士課程対象に、「現象論的素粒子論」
を開講した。学部生対象としては、物理学科 3 年次必修「素粒子物理学」、同 1 年次必修「古典力学」、同選択
科目「力学演習」を担当した。他学部向けには、コア科目（基礎講義）「物理学入門」を担当した。

　素粒子標準模型を越える新しい素粒子理論と期待される超対称性理論に対して、既存の精密実験データとの
間の整合性を調べ、将来のコライダー実験である LHC や ILC 実験での検証可能性について研究している。

　◆研究計画




